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 私と ふる さ と の未来

日出町立日出中学校　 ２ 年
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　 私のふる さ と は大分県の日出町です。 日出町は別府湾に面し た町で、 海と 山に囲ま れた自然豊かな場所

です。 春には魚見桜が見ら れ、 夏は涼し い風と と も ににぎやかなお祭り が開かれま す。 秋になる と アサギ

マダラ の群れが飛来し 、 冬は通学途中に見える 朝日がと ても 綺麗です。 こ のよ う な四季の移ろ いを 身近に

感じ ら れる 日出町が、 私はと ても 好き です。

　 ま た、 こ の町には温かい人たちがたく さ んいま す。 地域の行事では、 年齢を 問わず協力し 合い、 子ど も

から お年寄り ま で笑顔で楽し く 過ご す姿を よ く 見かけま す。 そんな優し さ にあふれた町に私は、 いつか恩

返し を し たいと いう 気持ちが強く なり ま し た。

　 私には将来の夢があり ま す。 それは薬剤師になる こ と です。 き っ かけは体調を 崩し て病院に行っ たと

き 、 薬局で薬の説明を し てく ださ っ た薬剤師さ んの姿でし た。 薬についてわかり やすく 丁寧に教えてく だ

さ る だけでなく「 なにか不安なこ と があればいつでも 聞いてく ださ いね」と 優し く 声を かけてく れま し た。

その言葉に私はと ても 安心し ま し た。 そのと き 、 薬剤師と いう 仕事は薬を 渡すだけでなく 人に寄り 添い、

支える 仕事である と 思いま し た。 そし て、 私も 将来、 薬を 通じ て人の役に立てる よ う になり たいと 思う よ

う になり ま し た。

　 薬剤師には知識と 責任感、 そし て相手を 思いやる 心が必要だと 考えま す。 私は理科や数学を 中心に、 こ

れから も 一つ一つの勉強を 大切にし ながら 、 夢に向かっ て努力し ていき たいと 思いま す。

　 そし て、 薬剤師と し て働く 場は、 でき れば日出町がいいと 考えま す。 今、 薬の管理や通院に不安に感じ

ている 人は少なく あり ま せん。 私は将来、 訪問薬剤師と し ても 活動し たいと 考えていま す。 通院が困難な

方や在宅で療養さ れている 方の家に訪問し て、 直接薬を 渡し たり 、 服薬方法を 丁寧に説明し たり する こ と

で、 日出町の人々の健康を 支えたいと 思っ ていま す。

　 こ のよ う なエッ セイ を 書いてみて、「 ふる さ と の未来のために自分にでき る こ と はなにか」 と 考えら れ

たこ と がと ても よ かっ たと 思いま す。 普段の生活の中では、 なかなか改ま っ てふる さ と のこ と を 深く 考え

る こ と が少ないのですが、 文章にする こ と で、 改めて自分がど れだけふる さ と の方々に支えら れてき たの

か気づく こ と ができ ま し た。

　 けれど も 未来は誰か一人の力で大き く 変わる も のではないと 思いま す。 将来、 ふる さ と のためになにか

し たい、 と 考え行動する 人が少し でも 増えていけば、 き っ と 町は明る いも のになる はずです。 私自身も 、

薬剤師と いう 夢を 実現さ せ、 地域の方々を 支えたいと 思いま す。

　 こ れから も 、 自分にでき る こ と を ひと つひと つ積み重ね、 ふる さ と と と も に成長し ていける よ う 、 一生

懸命に勉強し 、 自分と ふる さ と の可能性を さ ら に広げていき たいと 思いま す。
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